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研
修
委
員
会
で
は
「
手
話
」

を
通
じ
て
地
域
の
全
て
の
お
客

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
意
識
の
向

上
を
目
指
し
た
事
業
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
の
「
手
」

で
「
幸
せ
」
を
伝
え
ら
れ
た
ら

素
敵
で
す
よ
ね
。

今
回
の
お
題

　
　
　
　
　
　
〜
自
己
紹
介

『
私（
自
分・僕
）』

『
名
前
』

『
〜
申
し
ま
す（
言
う
）』

　きれいな幸手市を次世代の子供達のために
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の
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と
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江
森
工
務
店
「
江
森
俊
幸
」
さ
ん

　
・
事
業
所
紹
介

　
　
　
「
㈱
埼
玉
航
空
サ
ー
ビ
ス
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・
ぐ
る
め
マ
ニ
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「
大
阪
や
き
三
太
　
幸
手
店
」
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o
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月
５
日

　
サ
ッ
カ
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野
小
）

９
月
８
日

　
第
四
ブ
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ッ
ク
中
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役
員
会

９
月
９
日

　
第
６
回
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１
２
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カ
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９
日
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カ
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小
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２
０
日

　
交
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レ
ー
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９
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２
６
日

　
サ
ッ
カ
ー
部
練
習（
ア
ス
カ
ル
）

１
０
月
１
９
日

　
幸
手
市
民
ま
つ
り

毎
月
第
３
日
曜

　
　
　
へ
そ
づ
く
り
応
援
団
主
催
　
朝
市

　
　
　
　
8
：
0
0
　-

　
9
：
0
0

　
　
　
　
場
所
　
幸
手
小
学
校
南
門
前
広
場

こ
の
街
が
好
き
だ
か
ら・・・

幸
手
市
商
工
会
青
年
部
で
は
、新
入
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
0
4
8
0-

4
3-

3
8
3
0

　
　
　
　
幸
手
市
商
工
会
　
西
山
ま
で

編
集
後
記
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青
年
部
員
募
集

青
年
部
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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Are You Sure(手話)?
～あなたの「手」で「幸せ」を伝えられたら・・・

愛
の
献
血
活
動

　
あ
な
た
の
や
さ
し
さ
が
命
を
結
ぶ

〜
愛
の
献
血
活
動
に
ご
協
力
を
〜
　

輸
血
に
必
要
な
血
液
は
大
変
不
足
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る
の

は
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈
り
物
！

愛
の
献
血
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
だ
け

で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

も
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　
是
非
と
も
ご
参
加
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

日
時
　
9
月
17
日
（
水 )

　
　
　
A
M
9
:
3
0~

P
M
1
2
:
0
0

場
所
　
中
央
商
店
会
駐
車
場

　
　
　
（
勤
労
者
福
祉
会
館
と
な
り
）

　
　
　
　
研
修
委
員
会
　 

松
尾 

達
憲

幸
手
市
民
ま
つ
り

幸
手
市
民
ま
つ
り

　
今
年
も
秋
の
恒
例
の
「
幸
手
市
民
ま

つ
り
」
が
１０
月
１９
日
の
日
曜
日
に
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
会
場
は
昨
年
同
様
に
幸
手
駅
前
交
差

点
か
ら
荒
宿
交
差
点
ま
で
の
中
央
通
り

商
店
街
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
子

供
た
ち
に
よ
る
音
楽
パ
レ
ー
ド
、
ス
ト

リ
ー
ト
で
の
流
し
踊
り
や
商
工
物
産
展
、

農
産
物
品
評
会
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
様
々
な
催
し
物
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

　
ま
た
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
も
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
詳

し
く
は
、
商
工
会(

T
E
L
0
4
8
0

-

4
3-

3
8
3
0)

ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
青
年
部
部
長
　 

小
栗 

泰
直

　
今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
、
熱
中
症
に
は
充
分
ご
注
意
下
さ

い
。

　
さ
て
話
は
変
わ
り
ま
し
て
、
只
今
甲

子
園
で
は
夏
の
風
物
詩
の
一
つ
、
全
国

高
校
野
球
大
会
の
真
っ
最
中
で
あ
り
ま

す
。
今
回
第
90
回
大
会
で
は
、
記
念
大

会
と
い
う
こ
と
で
、
埼
玉
県
か
ら
は
２

校
出
場
し
ま
す
。
毎
年
応
援
し
て
い
ま

す
が
、
残
念
な
こ
と
に
夏
の
大
会
で
は

埼
玉
県
代
表
か
ら
優
勝
校
が
ま
だ
出
て

い
ま
せ
ん
。
是
非
、
今
回
埼
玉
県
代
表

の
本
庄
一
高
と
浦
和
学
院
両
校
に
は
、

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
総
務
委
員
会
　 

大
里 

秀
和

手話監修　木村和子

1面　事業報告 4面　告知記事

「私」
右手の人差し指で胸をさす。

いざ、出陣！階段に散乱するゴミ

集まったゴミを分別しながら収集しました このゴミの量！！ 釣り糸や針が付いたままのルアーも！！

「名前」
左手の手のひらに、
右手の親指の腹をつける。
（拇印を押すイメージです）

「～申します」
右手の人差し指を
口元にあててから前に出す。

　
7
月
6
日(

日)

、
毎
年
の
恒
例
行

事
で
あ
る
行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
朝
早
く
か
ら

た
く
さ
ん
の
市
民
団
体
の
方
々
、
そ
し

て
青
年
部
員
が
集
ま
り
、
暑
さ
の
中
流

れ
る
汗
を
拭
い

な
が
ら
清
掃
活

動
に
励
み
ま
し

た
。

　
集
積
さ
れ
た

ゴ
ミ
の
量
は
2

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

三
台
分
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
に
も
な

り
ま
し
た
。

　
空
き
缶
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
の

不
燃
ゴ
ミ
が
大
半
を
占
め
て
い
た
中
で
、

タ
イ
ヤ
や
ス
ト
ー
ブ
等
の
粗
大
ゴ
ミ
も

目
立
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
気
に

な
っ
た
の
が
釣
糸
や
ル
ア
ー
等
の
ゴ
ミ

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
鳥
に
釣

糸
が
絡
ま
っ
て
衰
弱
死
す
る
事
例
だ
け

で
は
な
く
、
子
供
や
そ
の
他
の
動
物
に

も
危
険
が
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、
釣
り
人

達
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
防
げ
る
こ

と
で
あ
り
、
心
が
け
ひ
と
つ
で
美
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
幸
湖
、
美
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
幸
手
は
作
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
々
の
手
で
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
街
の
素
晴
ら

し
い
景
観
を
守
り
、
後
世
に
遺
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
地
域
振
興
委
員
会
　 

大
瀧 

潤

行
幸
湖
ク
リ
ー
ン
作
戦

青
年
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://satte-sci.or.jp/youth/

　
パ
ソ
コ
ン
サ
イ
ト
が
ブ
ロ
グ
形
式
に

な
り
ま
し
た
、
青
年
部
活
動
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
感
想
を
コ
メ
ン
ト
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
、
皆
様
の
声
が
、
青
年
部

に
活
気
を
与
え
ま
す
。

タ ロ ウ

指文字私の名前は○○○と申します。

私　+　名前　+　タロウ（指文字）　+　と申します

名前は、特別な表現や漢字の手話が無いものは、例文のように指文字で表します。
指文字につきましては、添付別紙（指文字表）をご参照下さい。

2
ト
ン
車
3
台
分
と

軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
の

ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
し
た
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精意作成中

このようなPRボードとリーフレットが設置されます

水道屋が大工になり、床屋はシェービングクリームの如くペンキを塗り、
ラーメン屋は包丁をノコギリに持ち替え、眼鏡屋は眼鏡の数倍の重さの材料を運び、
そして葬儀屋はお菓子の山を供えていった。
このように連日、深夜までの作業が続きました。

いい顔してますイケメンコンビ粋だね！大瀧君

最高潮の盛り上がり、花山 決まってるね！金久保君 イキイキしてます、大久保くん

禰宜であられる、東先輩勇壮な山車が街を練り歩く

大阪やき三太 幸手店

し
来
伝
ら
か
陸
大
と
仰
信
祇
神
な

れ
ま
生
が
象
現
教
宗
う
い
と
合
習

も
た
し
着
定
く
長
上
史
歴
の
本
日

廃
果
結
た
れ
わ
行
が
離
分
仏
神
え

間
年
政
文
も
て
い
お
に
市
手
幸
　

の
謝
感
に
常
は
々
人
の
国
の
和
大

あ
で
実
事
る
た
確
は
事
た
い
て
き

気
ら
す
に
物
の
り
回
の
身
の
ら
自

り
あ
る
す
り
祀
お
て
め
込
を
ち
持

と
だ
の
た
来
て
え
支
を
本
日
国
神

切
大
を
化
文
・
・
・
に
切
大
を
本

語
物
昔
今
手
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

、
て
さ
て
さ

　

8

も
月

よ
い
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
8
年

　
　
　
　
　
　
　
　

期
下
も
動
活
部
年
青
度

ろ
こ
と
す
残
。
た
し

7

2

の
期
任
年

。
す
ま
り
お
て
え
迎
を
成
大
集
の
動
活
部
年
青

、
日
先

　

8
月
6

平
『
て
に
園
水
清
宮
大
日

成
20

』
会
大
張
主
の
年
青
工
商
県
玉
埼
度
年

た
し
ま
き

8

ビ
が
い
思
い
熱
の
者
張
主
の
人

、
り
お
て
し
属
所
に
会
員
委
当
担
は
で
県

　

し
ま
き
だ
た
い
て
せ
か
聴
で
隣
の
長
会
泉
小

々
堂
は
者
張
主
た
い
抜
ち
勝
を
選
予
、
が
た

げ
上
仕
に
の
も
い
し
ら
ば
す
に
ら
さ
も
り
よ

ブ
・
選
予
区
地
。
た
し
ま
り
お
て
し
表
発
て

ま
り
あ
も
で
い
思
の
長
会
泉
小
、
て
き
て
し

つ
に
力
束
結
の
会
単
に
心
中
を
者
張
主
、
す

予
べ
の
『
表
代
県
玉
埼
、
度
年
本
、
お
な

　

加
参
選

51

、
は
の
た
し
ま
れ
さ
出
選
に
』
人

第
1

を
橋
け
架
の
と
会
工
商
や
ち
た
供
子
の
域
地

さ
張
主
て
い
つ
に
容
内
き
べ
う
担
が
部
年
青

代
玉
埼
、
は
に
君
山
古
、
ひ
ぜ
。
た
し
ま
れ

い
た
き
だ
た
い
て
し
を
覇
制
国
全
て
し
と
表

、
は
ず
ま
。
す
で
の
も

9

ブ
東
関
の
日
３
月

。
す
で
い
た
き
だ

な
行
中
前
午
ち
立
先
に
会
大
張
主
、
た
ま

　

第
た
し
ま
れ
わ

3

東
関
て
い
お
に
会
事
理
回

件
の
）
谷
熊
（
会
大
東
関
の
球
野
や
）
津

40ま
し
た
い
議
会
、
等
告
報
の
議
会
長
部
び
及

。
た
し
　

9
月
3

4
　日

 

9
月
19

10
月
2

　
　
　）
山
松
東
（
会
大
県
球
野

　）
木
（
日

10
月
23

　議
会
長
会
国
全

　）
木
（
日

10
月
29

11
月
7

会
大
化
強
力
活
業
企
小
中
県
玉
埼

　）
金
（
日

11
月
26

立
創
連
青
県

　）
水
（
日

40

）
ま
た
い
さ
（
典
式
念
記
年
周

2
月
10

11

第

　日

11

会
大
国
全
部
年
青
会
工
商
回

(

岡
福

) 　

3
月
3

4

）

　

　会
合
連
部
年
青
会
工
商
県
玉
埼

　
　
　
　
　
　
　

 

田
宮

　事
監

　

 

　充

く
き
大
、
り
な
く
し
新
が
場
広
前
駅

　

。
り
祭
夏
手
幸
の
年
今
の
初
て
れ
さ
備
整

山
花
る
せ
見
を
り
が
上
り
盛
の
潮
高
最

気
の
上
以
年
例
が
皆
の
衆
若
町
各
、
も

。
た
し
ま
い
て
し
出
を
力
迫
、
と
合

　会
員
委
務
総

　
　
　
　

 

川
船

 

広
高

に
様
皆
の
員
部
、
は
で
会
員
委
修
研

　

。
す
ま
い
て
え
考
と
い
た
き

は
を
載
掲
の
へ
聞
新
部
年
青
で
こ
そ

　

障
覚
聴
市
手
幸
は
に
月
６
年
今
、
め
じ

話
手
、
に
と
も
の
力
協
ご
の
々
方
の
ル

し
ま
き
で
が
と
こ
る
す
催
開
を
会
演
講

。
た

様
皆
の
民
市
手
幸
は
回
今
、
て
し
そ

　

と
い
た
き
だ
た
い
て
れ
触
に
話
手
も
に

内
市
、
い
思

１１

「
ム
ラ
コ
の
聞
新
部
年
青
に
時
同

　

A

r
e
 
Y
o
u
 
S
u
r
e

）
話
手
（

中
を
拶
挨
ら
か
容
内
た
し
載
掲
に
」
？

リ
た
し
作
製
に
心

－

。
す
ま
し
た
い

　

所
場
置
設
　
　

所
役
市
手
幸

手
幸
ル
カ
ス
ア

　
　

館
民
公
央
中

　
　

店
支
手
幸
行
銀
な
そ
り
玉
埼

　
　

店
支
手
幸
行
銀
野
蔵
武

　
　

店
支
手
幸
行
銀
木
栃

　
　

店
支
手
幸
庫
金
用
信
縣
玉
埼

　
　

局
便
郵
手
幸

　
　

館
会
工
商
市
手
幸

　
　

　
　

　

力
協
　
　

市
手
幸

会
議
協
祉
福
会
社
市
手
幸
人
法
祉
福
会
社

　
　

店
支
手
幸
行
銀
な
そ
り
玉
埼

　
　

店
支
手
幸
行
銀
野
蔵
武

　
　

店
支
手
幸
行
銀
木
栃

　
　

店
支
手
幸
庫
金
用
信
懸
玉
埼

　
　

局
便
郵
手
幸

　
　

　

間
期
置
設
　
　

３0
日

。
い
さ
下
て
み
で
ん
運
を
足
非
是
、
様
皆
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